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モチベーション測定解説書
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「モチベーション測定」とは

□ＣＵＢＩＣ個人特性分析では分かりにくい目的意識がどこにあるか、その志向性を測定するのが

 モチベーション測定です。

□モチベーションが高い時、組織としてより高い成果を生み出す土壌が形成されます。

 現在どのように働いているか、どの程度充実感を感じているかという事（現状）と、本当はどう

したいのか、何を重要視しているのか（理想）を比較することで、その個人の働き方に対する

志向性を測定します。

 部署内で働く人の意識やハイパフォーマーの考え方を分析することは、新しく採用する際の

目安にもなり、個人の自己理解だけでなく、採用基準としても役立つ資料となります。 

□採用時のモチベーション測定では現状の働き方を問う事ができないため、 順位一覧（理想）

 のみとなります
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【１.モチベーション】について

使用されてる指数

モチベーション測定で示される指数は、回
答から得られた結果を１００点換算したも
のです。標準値の設定はありません。

理想とはどのように働きたいか、今後どう

したいかを回答より指数化しています。

現状とは現在の職務スタイルがどうなって
いるかを指数化しています。

これらを比較することで、何が満ち足りてい
て、どこが不満なのかが明確になります。

グラフ下のコメントは、理想の指数が高い
ものと低いもの、それぞれについて表示し
ていますので、配属や研修、自己理解の手
立てとなります。
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□専門志向（仕事そのものに関心が高く、専門的色彩が強い）

理想が高い：職務内容が専門的であること、あるいは専門性を求められることにヤル気を見出す。

理想が低い：専門的であることに魅力を感じず、幅広く対応しようとする。

資格・勉強等を矯正されることは好まない。

現状が高い：専門的であり、高度で難しい職務に従事している。

現状が低い：一般的な職務で、広く浅い職務。

□自己表現（自分なりの考えを提案し、職務に活かしていく）

理想が高い：自由な発想が求められる場面ほど、ヤル気が出てくる。

理想が低い：自己主張するより、大勢を集約した全体の意向を優先したい。

現状が高い：自らアイデアを出し、仕事のやり方を工夫している。

現状が低い：マニュアル等に従うことが求められる職務についてる。

□自立志向（他人に頼ることなく一人で行動をおこしていく）

理想が高い：自分ひとりで好きなように振る舞える、あるいは主導権を持てる環境がヤル気を促す。

理想が低い：何事も自分だけではなく、仲間の意見を参考に判断したいと考える。

現状が高い：何事も自分ひとりで判断する機会が多い。他人を頼れない状況である。

現状が低い：上司の指示のもと、的確に処理することが求められている。

□人間関係（仲間との関係を大切にし、協調しながら取組む）

理想が高い：コミュニケーションのよさが大切であり、仕事をしながらも気配りするように気をつけている。

理想が低い：人は人、自分は自分と割り切った考え方をする。密な関係はわずらわしいと考える。

現状が高い：信頼関係が築かれ、居心地のよい関係の職場である。

現状が低い：職場に特定の苦手な人がいる。あるいは人と親しく付き合う事を好まない。
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□管理志向（的確な指示や命令を与え、組織を統制していく）

理想が高い：仕事の内容や仕組みを総合的に把握し、周囲をうまく動員して進めたいと考える。

理想が低い：他人に影響を与えたり、組織をまとめたりすることに関心が低い。

現状が高い：リーダー、管理職を任されており、自己判断で周囲を率いる場面が多い。

現状が低い：裁量の幅は狭く、指示にしたがって動くことが多い。

□安定志向（変化を好まず安定した組織や生活保障を求める）

理想が高い：経済面やキャリア保障を求める気持ちが強い。長く安定して勤め続けることを理想とする。

理想が低い：雇用条件そのものに関心が低い。もしくは今の状態に満足しているため、ことさら良くしようと考えない。

現状が高い：現在の雇用条件に満足している。職務内容の急激な変化はなく、安定している。

現状が低い：雇用条件が安定していない、あるいは変化が多く、職務内容が一定していない。

□評価志向（周囲からの期待に応え、より高い評価を求める）

理想が高い：他者から認められ、評価されるために努力する。期待されればされるほど、意欲がわく。

理想が低い：他人からどう思われようが気にしない。

現状が高い：努力に相応する評価（報酬、地位、表彰など）を受けている。活躍を期待されている。

現状が低い：評価、あるいは期待が適当でない。本人が自分自身の重要性を認識していない。

□公私充実（私生活を充実させることで仕事の意欲を高める）

理想が高い：プライベートな時間を大切にし、充実した私生活を送ることで、仕事にも張りが出ると考える。

理想が低い：生活の中心を仕事と考える。個人的な事情より、組織の一員としての役割を果たすことを優先したい。

現状が高い：私生活と仕事のバランスが良い。仕事を支えるベースが築かれている。

現状が低い：個人的な時間が取れず、仕事中心の生活になっている。あるいはそもそもバランスを取る必要性を感じ

ていない。
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【2.理想と現状の比較】について

理想のあり方と現状のスタイル、またその差をわか
りやすく見せるため、レーダーチャートで表示して
あります。

凸凹のはっきりしているところ、差の大きいことろに
注目すると、その個人が感じている事が見やすくな
ります。
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【3.理想と現状のバランス】と 【4.グラフの読み方】について

現状のスタイルと理想のあり方をプロット表示してあります。

現状と理想のバランスを見ることにより、現在本人が感じて
いる心の状態を探ることができます。

3のグラフの読み取り方を簡単に説明しています。
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ここでは、因子ごとに

■：本人の位置

□：同一部署内の他人の位置

としてプロットしています。

基本的なグラフの読み取り方は、【３.理想と現状のバランス】と同様です。

他者との比較をすることで、より被検者の特徴が際立ちます。
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ＧＤＬ企業情報

◼ 会社概要
会社名：株式会社ジィ・ディー・エル

代表取締役：田辺顕

会社設立：平成5年6月

資本金：1,000万円

所在地：〒270-2241 千葉県松戸市松戸新田17-72

ＴＥＬ：047-368-7769

ＦＡＸ：047-368-7782

所属組織：松戸商工会議所・経営行動科学学会 法人会員

◼ 業務内容
人材の採用から活用まで、幾つかの基本メニューをもとに、お客様の個別の課題に対して、

各種コンサルティングや診断、研修等のサービスを提供しております。

主なサービス内容は次のようなものです。 

職務分析(人事評価や能力開発の基準となる職務記述書を整備します)

リーダーシップ(コンピテンシー) 

人材アセスメント(採用適性検査)

多面評価(360゜アセスメント)
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株式会社ジィ・ディー・エル

お問い合わせ専用ダイアル:0120-417-420

お問い合わせメールアドレス:ｃubic@gdl-j.co.jp

お問い合わせ
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